奇妙な 貸家で、 だいたい 差配と いう もの は 家主に 使 

われて いるの が 普通の はずで あるが、 ここ は アベ コべ 

に、 差配が 伊東で 一 二 を 争う 金 持で、 御殿の ような 大 

邸宅に 住んで いる。 家主の 方 も 相当な 洋館に いるが、 

差配に くらべる と、 月と ス ツボンで ある。 差配 は 七十 

ぐらいの 老人で、 市会議員で、 土 建の 社長 だそう だ。 

かりる に 当って 女房が 挨拶に 行ったら、 温泉の ぬる 

いこと を 例外な く 念 を 押して、 

「あの 婆さん (家主の こと) 自分の 掘った 温泉 だから、 

意地 を はって、 ガ タガタ ふるえながら、 はいって る。 

絶え間なく タオルで 身体 を こすりながら、 はい つ てる」 



入浴 は 快適だった が、 あがる 時が 苦痛であった。 越 

して 来たの が 冬 だから、 湯から 上る と、 ガ タガタ ふる 

える。 とりわけ 寒い 日 は、 全身 を ふく 余裕が なく、 夢 

中で 着物 をひッ かぶって いたりした。 

とにかく 快適に 入って いられる の だから、 体温より 

ちょ ッと 高い 目の 三十 七 八 度ぐ らいだろう ときめて い 

たが、 温度計 を 買って きて 測って みたら、 三十 四 度 五 

分であった。 もっとも、 私の 平熱 は 三十 五 度で ある。 

胃に 冷感 をう ける の は、 やっぱり 体温よりも 低い せい 

だな、 という 当然な ことが、 その 時に なって、 はじめ 

て 納得で きた 始末 だが、 体温と 同じ 水温なら 入浴 は： K 
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